
   

令和4年度  第 59回東海地区・第 22回愛知県 

 

大会テーマ「人権意識の高い専門職を目指して」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「障害者虐待防止法」施行から 10年。今年度からは、虐待防止及び身体拘束等の適正化が 
義務となり、各事業所でも虐待予防の取組実が強化されたことでしょう。 
しかしながら、法律によって虐待を無くす以前に、私たちが障害のある方一人ひとりの「人権」を尊重した支援 

をすることにより、その尊厳を護り、豊かな暮らしを保障していくことが重要ではないでしょうか。 
今大会は、改めて「虐待防止法」施行からの 10年を振り返りながら、障害のある方の「人権」に着目した 
障害福祉サービスの未来について集合研修によりワークや討論を織り交ぜた学びの機会として企画しました。 

私たち自身が福祉の専門家としてのアイデンティティーを再認識し、人権意識の高いプロフェッショナルを 
目指すために何が必要かを共に考えていきます。 

 

日 時   令和 4年10月 17日（月）12：00～ 18日（火）12：00  
 

会 場   ロワジールホテル豊橋  愛知県豊橋市藤沢町 141 
 
日 程                                 

11:30   12:20     12:30       14:00    14:15       15:30    15:45        16:45     19:00       20:40 

 
 

9:00                                      12:00 
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日本知的障害者福祉協会東海地区会・一般社団法人愛知県知的障害者福祉協会 共催 

問い合わせ先：一般社団法人愛知県知的障害者福祉協会 事務局 

TEL 0532-87-4333 FAX 0532-87-4334 

E-mail jimu@aichi-fk.jp 

10/17(mon) 

10/18(tue) 



   

 
基調講演 12：30～14：00 
「障害のある人の人生に 
   寄り添う福祉と 

医療の在り方」 
 

～医療の最前線から障害福祉
の専門職に期待すること～ 

 
講師：吉川 徹氏 

（愛知県医療療育総合センター 
中央病院 児童精神科 部長） 

 

 

対談 15：45～16：45 
「プロフェッショナル」 
 

専門職とは？人権を守るとは？
よく耳にする言葉ではあるが、普
段現場支援している方は意識を
していることでしょうか？ 

 

 

野澤和弘氏 
（植草学園大学副学長） 

手嶋雅史氏    
（椙山女学園大学教授）   

 
 
 
 
 

第 1分科会  インシデントプロセス法 
 

 
インシデントプロセス法から考える私 
の支援～今、この場で、何ができるか～ 

講師：殿内勝夫氏  
（むもん生活支援センター長） 

 

①講義②参加者事例記入③モデルケース会議 
④振り返り 

 
第 3分科会  SDGs 

 「私たちの世界と私がやるべきこと」 
SDGｓって何？から学び、その観点で自身の
福祉と障害のある方の権利擁護を考える。前
半は、カーゲームで学び、後半は振り返りと共に
自身の福祉を考える。 

講師：藤田幸樹氏 
（シャローム管理者）   

 

第 5分科会  ABC分析 
         「なぜ？どうして？を深めよう！」 

       ～明日から使える ABC分析～  
講師：今治信一郎氏 

（ライフサポートゆたか所長） 
 

 

 

特別企画 実践報告 14：15～15：30 
虐待防止法は障害のある
人たちの権利を護ってきた
か？  

導入講義/聞き手 
手嶋雅史氏 
（椙山女学園大学教授） 

実践報告 
今野元太朗氏 
（豊橋市役所所外福祉課主任主事） 

鳥居浩平氏 
（たまも荘障害者相談支援センター相談
支援専門員） 

～豊橋市の実践「障害者虐待
防止に係る事業所訪問」から福
祉現場の今を読み解く～ 

映画「道草」 19：00～20：40  ※自由参加 

 

映画 

「道 草」 
 
 

＜ストーリー＞ 
暮らしの場所を限られてきた人
たち。自閉症と重度の知的障
害、自傷・他害といった行動障
害がある人。世間との間に線を
引かれ囲いの内へと隔てられ
た。そんな彼らが介護者付きの
一人暮らしを送る。ユーモラス
で時にシリアス。関わることで人
は人に近づいていく。 

 
 
       
第 2分科会  ワールドカフェ 

「私たちの専門性とは？ 
それぞれの想いを語り、聴き、感じろ！」 

進行：野呂大悟氏  
（しらさぎケアホーム管理者） 

 

虐待防止を通して、私たちが考える「専門性」とは何か？それぞれの想いや
気づきをワールドカフェ方式で語り合いながら、お互いの価値観・考え方に
触れ、明日からの実践に向けたエネルギーにしていきます。 

 

第 4分科会  支援スタッフ トークライブ 
心が動くその瞬間 

～これから何ができるのか～ 

 

ゲスト：御代田太一氏（社会福祉法人グロー） 
パネリスト 静岡県 松尾洋子氏（ワーク薬師） 
       岐阜県 藏薗 契氏（生活の家桜美寮） 
       三重県 山下普徳氏（G＆C ホームブルーミング） 
       愛知県 倉嶋昌之氏（第二ひまわり） 
 

 
 
 
 

10 月 17 日（月） プログラム１日目 

10 月 18 日（火） プログラム２日目 

令和４年度 第 59 回東海地区・第 22 回愛知県知的障害関係施設職員等研究大会 

 



   

参加申込  参加希望の方は、参加申込書に必要事項を記入の上、下記の運営事務局分室までご送付いただくか、
下記 URLからお申込み下さい。 

         http://www.mwt-mice.com/events/aichi-fk202210 
なお、申し込みの締め切りは 9月 27日（火）までといたします。 

【運営事務局分室】 

名鉄観光サービス（株） 
豊橋支店 

〒440-0888 
豊橋市駅前大通り 2丁目 29番地 
電話番号: 0532-54-8241 
F A X ：0532-55-8602 

 
参 加 費  〔会員〕9,000円  〔非会員〕12,000円 
         夕食：和食セット 3,500円、持ち帰り弁当 2,500円 
 
参 加 証  参加者には 10月上旬頃に名鉄観光サービス㈱より参加券を送付いたします。 

大会期間中、名札としてもご使用いただきますので必ずご持参ください。 
 
交   通   

J 
バス停は西口前（新幹線口）です。（所要時間約 10分） 

【お車をご利用の場合】 
東名高速 豊川 IC より約 40分。 
駐車場はホテル正面駐車場、若しくは立体駐車場をご利用ください。 

【タクシーをご利用の場合】 
豊橋駅西口より約 10分。料金は、およそ 1,500円。 
 
 
 
 

主   催   日本知的障害者福祉協会東海地区会 
（共催）    一般社団法人愛知県知的障害者福祉協会 
       
後   援（予定）愛知県、豊橋市、愛知県社会福祉協議会、愛知県知的障害者育成会 
            愛知県セルプセンター、愛知県自閉症協会、愛知県知的障害児者生活サポート協会 

名古屋手をつなぐ育成会、名古屋市知的障害者福祉施設連絡協議会 
豊橋観光コンベンション協会 

 
運営事務局  ▼一般社団法人愛知県知的障害者福祉協会  担当：田中、川上 

〒440-0837 豊橋市三ノ輪町字本興寺 41番地 1 第一丸中ビル２階 
TEL：0532-87-4333  FAX：0532-87-4334  E-mail：jimu@aichi-fk.jp 

参加申込のご案内 

令和４年度 第 59 回東海地区・第 22 回愛知県知的障害関係施設職員等研究大会 

※JR 豊橋駅より、ホテルシャトルバスは大会両日増発運行されます。 

http://www.mwt-mice.com/events/aichi-fk202210
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